
主催 (公財)日本住宅・木材技術センター

形態 定員

※定員になり次第締め切らせていただきます。

受講方法 種別

一般

賛助会員

一般

賛助会員

★申込先 　★その他
　下記ＵＲＬよりお申込ください 　　・建築士会CPD認定プログラム（予定）

　http://howtecs.shop-pro.jp/ 　　・配布資料の転載、転送は禁止します。

　※事前のお振込をお願いします 　　・対面講習を受講される方は筆記用具を忘れずにお持ち下さい。

講師 内容（予定）

HOWTEC　公益財団法人　日本住宅・木材技術センター

木造軸組工法住宅の横架材及び基礎のスパン表
【令和７年4月施行対応版】

対面＆WEB（ライブ配信）セミナー

★セミナーの内容
　このたび、改正建築基準法の令和７年４月施行に対応し、木造建築物の構造基準に係る仕様規定の改正内容
に準拠して、「木造軸組工法住宅の横架材及び基礎のスパン表」の全面改訂を行い、刊行しました。新しいス
パン表においては、木造建築物における省エネ化等による建築物の重量化に対応し、木造建築物の屋根や外壁
の仕様の実況に応じた横架材の材寸や基礎の配筋条件を容易に知ることができます。このスパン表を用いるこ
とにより、長期優良住宅やフラット３５S（金利Ａプラン）の適用条件となっております住宅性能表示制度の耐
震等級３の木造軸組工法住宅の横架材及び基礎の設計が可能です。
　本セミナーでは、この新しいスパン表をテキストとし、同書の改訂に直接携わられた専門家の方を講師とし
てお招きし、改訂内容のポイント、スパン表の使い方等、モデルプランによる解説も交えてご紹介します。

後援
(予定)

(国研)建築研究所、(公社)日本建築士会連合会、(一社)日本建築士事務所協会連合会、
(一社)東京建築士会、(一社)JBN・全国工務店協会、 （一社）全国住宅産業協会、
(一社)日本木造住宅産業協会、全国建設労働組合総連合

河尻　　出 氏
嶋村　匠悟 氏

(株)日本システム設計

会場・開催方法開催日時

１．スパン表の概要と改訂内容
　①スパン表の利用方法
　②主な改訂内容と留意点
２．横架材スパン表
　①横架材スパン表の使い方
　②床梁の必要最小せい 他

３．基礎スパン表
　①基礎スパン表の使い方
　②布基礎底盤の幅
　③基礎梁の開口部直下の主筋補強
　（長期）他

申込・入金締切

テキストについて

「木造軸組工法住宅の横架材及び基礎のスパン表
　【令和7年4月施行対応版】」

発行：公益財団法人日本住宅・木材技術センター

※対面受講でテキスト込みでのお申込の方は当日会場
でお渡しします。
※当日会場での販売は行いません。

【お問合せ先】（公財）日本住宅・木材技術センター 総務情報部　TEL:03-5653-7663

Zoomウェビナーによるライブ配信
テキストは入金確認次第、随時発送します
視聴方法・配布資料は前日までにZoomよりメールが
届きます。

東京都江東区新砂３－４－２
(公財)日本住宅・木材技術センター3階会議室
テキスト及び配布資料は当日会場でお渡しします

500名

１６名

2026年
3月19日（木）

13：30
　～16：30

WEB

対面

【申込締切】
202６年３月10日（火）

【入金締切】
202６年３月11日（水）

正午まで

WEB

7,700円
13,200円

＋テキスト配送料

6,930円
11,880円

＋テキスト配送料

テキスト持参 テキスト込み

対面

7,700円 13,200円

6,930円 11,880円



　　　HOWTEC　公益財団法人　日本住宅・木材技術センター

会場（対面講習）

木造軸組工法住宅の横架材及び基礎のスパン表
 【令和７年4月施行対応版】

 対面＆WEB（ライブ配信）セミナー

２０２６年３月１９日（木）
１３：３０～１６：３０（休憩時間含む）開場　１３：００

　〒136-0075  東京都江東区新砂３－４－２
　（公財）日本住宅・木材技術センター　３階会議室

　東京メトロ東西線　各駅停車　南砂町駅（快速は通過）
　※駐車場の準備はしておりませんので公共交通機関をご利用ください。
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